The “Boat” in Hara Saihin’s Kanshi by 柯 明
原
采
蘋
の
詩
に
お
け
る
「
舟
」
を
め
ぐ
っ
て
（289）980
は
じ
め
に
　
原
采
蘋
（
一
七
九
八
〜
一
八
五
九
）、
名
は
猷
、
号
采
蘋
、
別
号
霞
窓
）
は
九
州
筑
前
の
秋
月
藩
に
仕
え
る
儒
者
原
古
処
（
一
七
六
七
〜
一
八
二
七
）
の
長
女
で
あ
り
、
当
時
の
女
性
と
し
て
は
極
め
て
珍
し
く
旅
に
明
け
暮
れ
、
漢
詩
を
作
り
な
が
ら
生
涯
を
送
っ
た
。
　
旅
の
実
体
験
か
ら
得
た
別
様
な
空
間
感
覚
は
、
彼
女
の
文
学
に
も
多
大
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
彼
女
ら
を
従
来
の
女
性
詩
人
と
一
線
を
画
す
る
こ
と
に
な
る
重
要
な
契
機
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
　
采
蘋
が
自
分
の
遊
歴
生
活
）
1
（
を
題
材
と
し
て
詠
ん
だ
詩
作
が
多
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
先
行
研
究
）
2
（
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
り
、
と
り
わ
け
そ
の
中
に
は
、
普
段
の
生
活
と
異
な
る
水
上
の
空
間
（
川
・
江
・
河
）
を
象
徴
す
る
舟
・
船
・
帆
・
航
・
艇
な
ど
の
語
（
便
宜
上
「
舟
」
表
現
と
呼
ぶ
）
が
よ
く
現
れ
る
。
同
時
代
の
女
性
詩
人
江
馬
細
香
・
梁
川
紅
蘭
の
漢
詩
に
も
水
路
を
利
用
し
た
旅
程
の
描
写
が
見
ら
れ
る
が
、『
采
蘋
詩
集
』
の
四
百
四
十
首
の
う
ち
四
十
五
例
も
数
え
ら
れ
、
彼
女
ら
の
詩
作
に
比
べ
れ
ば
明
ら
か
に
多
い
。
　
そ
れ
は
無
論
采
蘋
が
旅
程
を
続
け
る
中
で
、
実
際
に
海
路
を
取
り
、
舟
を
幾
度
か
利
用
し
て
い
た
事
実
と
関
わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
舟
旅
の
場
合
に
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
い
つ
も
の
生
活
空
間
を
離
れ
る
た
め
、
水
上
に
お
け
る
空
間
の
広
大
さ
や
移
動
の
動
線
を
身
近
に
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
旅
の
詩
人
」
原
采
蘋
の
詩
に
お
け
る
「
舟
」
表
現
の
多
用
も
、
お
そ
ら
く
即
物
的
な
交
通
手
段
の
提
示
に
と
ど
ま
ら
ず
、
彼
女
の
中
に
内
在
す
る
遊
歴
意
識
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
舟
」
と
い
う
詩
語
に
焦
点
を
置
き
、
水
路
を
取
っ
た
行
旅
詩
を
研
究
対
象
と
し
た
先
行
研
究
と
い
え
ば
、
日
本
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
中
国
に
お
け
る
漢
詩
研
究
で
も
、
個
別
の
代
表
的
詩
人
を
取
り
上
げ
て
概
説
的
に
論
じ
る
論
文
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
女
性
詩
人
の
水
上
行
旅
詩
に
対
す
る
考
察
と
な
る
と
数
は
そ
も
そ
も
少
な
く
、
そ
の
上
、「
舟
」
表
現
の
角
度
か
ら
分
析
を
具
体
的
に
行
う
研
究
は
ほ
ぼ
空
白
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
原
采
蘋
の
詩
に
お
け
る
「
舟
」
を
め
ぐ
っ
て
柯
　
　
　
　
　
明
979（290）
い
。
　
本
論
文
で
は
、
筆
者
が
今
ま
で
行
っ
て
き
た
原
采
蘋
の
「
表
現
論
」
研
究
の
一
環
と
し
て
、
同
時
代
の
他
の
漢
詩
人
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
舟
」
表
現
の
使
用
に
お
け
る
采
蘋
の
独
自
性
を
掘
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
よ
う
な
舟
旅
の
中
、
采
蘋
は
「
舟
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
、
ま
た
中
国
古
典
に
対
す
る
受
容
の
観
点
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
そ
の
捉
え
方
が
詩
作
品
に
凝
縮
す
る
ま
で
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
考
察
し
、
今
ま
で
の
研
究
の
空
白
を
補
っ
て
い
き
た
い
。
一
　
采
蘋
詩
に
お
け
る
「
舟
」
の
詩
題
分
類
　
舟
は
水
を
わ
た
る
重
要
な
交
通
手
段
と
し
て
太
古
の
昔
か
ら
存
在
し
て
お
り
、
中
国
の
古
典
詩
の
題
材
と
し
て
も
古
く
は
『
詩
経
』
に
見
え
）
3
（
、
以
後
、
歴
代
の
多
く
の
詩
に
も
現
れ
て
い
た
）
4
（
。
　
『
采
蘋
詩
集
』
の
中
、「
舟
」
表
現
）
5
（
は
全
部
で
四
十
五
例
）
6
（
見
ら
れ
、
実
に
、
四
百
四
十
首
の
う
ち
十
分
の
一
ほ
ど
に
あ
た
る
。
そ
れ
は
詩
人
の
全
体
の
作
品
群
に
お
い
て
、
文
学
表
現
と
し
て
も
相
当
な
重
要
性
を
占
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
原
采
蘋
の
「
舟
」
表
現
の
特
徴
を
大
ま
か
に
把
握
す
る
た
め
、既
存
の
羈
旅
詩
・
山
水
詩
・
景
物
詩
な
ど
の
分
類
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ま
ず
彼
女
の
舟
詩
を
描
写
内
容
と
題
材
で
便
宜
的
に
分
類
し
、
以
下
の
通
り
に
整
理
し
た
。
（
一
）
行
旅
詩
　
こ
の
類
に
あ
た
る
「
舟
」
表
現
は
十
五
例
あ
る
。
詩
題
を
挙
げ
れ
ば
以
下
の
通
り
。「
舟
中
望
」、「
筑
前
甘
木
醫
有
佐
野
贅
山
者
偶
學
醫
在
崎
陽
後
四
年
女
史
將
再
東
征
囘
顧
往
事
叙
離
情
名
宏
字
君
朗
又
號
竹
原
畫
學
南
派
」、「
懷
抱
雪
人
在
魚
貫
」、「
贈
某
」、「
失
題
」、「
自
崎
陽
歸
途
」、「
自
大
津
到
黑
川
途
中
作
」、
「
秋
江
夜
泊
」、「
遊
野
島
」、「
十
九
年
前
遊
野
島
」、「
晩
來
惡
風
浪
」、「
別
吉
田
吉
武
二
生
」、「
贈
吉
甫
廣
秀
才
廣
嶋
邂
逅
」、「
丁
亥
十
月
望
泛
舟
有
感
次
韵
杏
坪
先
生
」
其
の
一
、「
下
吉
田
川
」
（
二
）
風
景
・
景
物
描
写
が
中
心
の
景
物
詩
　
十
五
例
の
詩
題
を
挙
げ
る
。「
攬
翠
軒
招
飮
。
泛
舟
鹿
子
川
」、「
漁
父
」、「
漁
父
（
又
一
首
）」、「
山
水
」、「
首
春
郊
遊
」、「
桃
源
分
韻
」、「
春
曉
」、「
春
水
」、
「
望
月
聞
箏
」、「
松
月
亭
即
興
」、「
梅
雨
懷
人
」、「
春
泛
」、「
春
水
生
」
其
の
二
・
其
の
三
、「
臨
淸
閣
即
事
」
（
三
）
宴
会
・
応
酬
な
ど
社
交
活
動
　
五
例
の
詩
題
を
挙
げ
る
。「
別
杏
坪
先
生
」、「
金
屏
賞
花
同
中
垣
諄
菴
」、「
三
日
和
村
大
有
」、「
寄
盤
谷
主
人
」、「
丁
亥
十
月
望
泛
舟
有
感
次
韵
杏
坪
先
生
」
其
の
二
（
四
）
そ
の
他
　
十
例
の
詩
題
を
挙
げ
る
。「
櫻
」、「
懷
人
詩
屋
席
上
呈
主
人
」、「
長
崎
書
感
奉
增
伯
氏
」、「
行
路
難
〈
分
韵
〉」、「
采
蓮
曲
〈
分
題
分
韵
〉」、「
鶴
雛
行
」、「
采
蓮
曲
」、「
赤
壁
」、「
赤
壁
」
其
の
二
、「
竹
枝
曲
」
原
采
蘋
の
詩
に
お
け
る
「
舟
」
を
め
ぐ
っ
て
（291）978
　
ま
ず
詩
題
か
ら
み
る
と
、
明
ら
か
に
舟
の
行
旅
を
描
く
詩
作
は
十
五
例
、
物
見
遊
山
を
主
な
目
的
と
し
、
景
物
描
写
の
中
に
舟
が
点
ぜ
ら
れ
る
詩
作
は
十
五
例
、
加
え
て
宴
会
・
交
際
・
応
酬
と
そ
の
他
の
人
間
生
活
を
描
く
用
例
や
、
舟
を
浮
か
べ
る
情
景
を
想
像
し
な
が
ら
詠
じ
る
詩
例
も
確
認
で
き
、
采
蘋
の
詩
に
お
い
て
、
舟
が
現
れ
る
場
面
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
　
で
は
采
蘋
周
辺
の
詩
人
の
「
舟
」
も
、
同
じ
よ
う
に
多
様
性
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
二
　
采
蘋
周
辺
の
詩
人
に
と
っ
て
の
「
舟
」
（
一
）
使
用
場
面
と
題
材
上
の
特
徴
　
江
戸
時
代
、
江
戸
・
大
阪
な
ど
の
大
都
市
を
中
心
に
物
流
の
た
め
に
水
路
網
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
陸
路
以
外
に
舟
と
い
う
交
通
手
段
が
広
く
使
わ
れ
て
い
た
）
7
（
。
そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
江
戸
期
の
詩
人
の
詩
作
に
「
舟
」
が
現
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
原
采
蘋
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
女
性
詩
人
）
8
（
の
江
馬
細
香
と
男
性
詩
人
の
頼
山
陽
）
9
（
を
取
り
上
げ
て
比
較
し
た
い
。
　
父
の
古
処
の
死
後
、
采
蘋
は
父
の
詩
友
で
あ
る
菅
茶
山
・
頼
杏
坪
・
梁
川
星
巌
・
頼
山
陽
等
の
一
流
詩
人
を
師
と
し
、
詩
の
添
削
を
頼
み
な
が
ら
勉
学
を
続
け
て
い
た
。『
采
蘋
詩
集
』
の
う
ち
、
数
十
余
首
の
詩
作
に
頼
山
陽
の
評
点
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
師
匠
に
学
ん
で
い
る
江
馬
細
香
は
、
采
蘋
に
多
大
な
関
心
を
示
し
て
い
る
。
生
ま
れ
る
年
が
近
い
采
蘋
と
細
香
は
実
は
頼
山
陽
を
軸
に
、
同
じ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
線
上
で
結
ば
れ
て
い
た
と
言
え
る
。
　
具
体
的
な
比
較
に
お
い
て
、
詩
作
の
題
材
・
詩
作
内
部
に
お
け
る
視
点
、
こ
の
二
つ
の
角
度
か
ら
考
察
を
行
い
た
い
。
ま
ず
、
同
じ
女
性
詩
人
で
あ
る
細
香
の
舟
表
現
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
江
馬
細
香
詩
に
お
け
る
「
舟
」：
漢
詩
の
旅
日
記
　
江
馬
細
香
（
一
七
八
七
〜
一
八
六
一
）
は
美
濃
大
垣
藩
の
人
で
あ
り
、
詩
書
画
を
習
う
た
め
何
度
か
上
京
（
京
都
）
し
て
い
る
。
旅
の
経
験
は
原
采
蘋
ほ
ど
豊
富
で
な
い
が
、
大
垣
か
ら
桑
名
ま
で
の
海
路
を
数
回
経
由
し
た
経
験
の
中
で
、
舟
旅
の
様
子
が
詩
作
に
描
か
れ
て
い
る
。
大
垣
と
は
、
岐
阜
県
大
垣
市
の
こ
と
で
あ
り
、
昔
は
木
曽
川
舟
運
の
要
所
で
あ
る
。
桑
名
は
三
重
県
の
桑
名
市
で
あ
り
、
伊
勢
湾
に
面
す
当
時
海
運
の
要
所
で
あ
る
。
当
時
で
は
、
大
垣
か
ら
東
海
道
筋
へ
出
る
に
は
、
船
で
桑
名
へ
下
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
　
詩
集
『
湘
夢
遺
稿
』
三
百
五
十
首
の
う
ち
、「
舟
」
に
関
わ
る
詩
例
は
十
四
首
ほ
ど
数
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、「
奉
次
韻
巌
齋
大
夫
墨
江
月
夜
作
」、「
煙
波
晚
櫂 
分
題
面
四
字
為
韻
余
得
櫂
」
と
い
う
例
外
的
な
二
首
で
あ
る
。
前
者
に
関
し
て
、
詩
題
に
あ
る
「
墨
江
」
と
一
句
目
「
軽
舟
棹
下
墨
坨
川
（
軽
舟
棹
さ
し
て
墨
坨
川
を
下
る
）」
に
あ
る
「
墨
坨
川
」
は
隅
田
川
の
こ
と
を
指
す
が
、
江
馬
細
香
自
身
は
江
戸
へ
行
っ
た
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
後
者
は
分
韻
詩
で
あ
り
、『
湘
夢
遺
稿
』
に
お
い
て
頼
山
陽
の
評
「
題
固
題
畫
詩
更
勝
畫
（
題
は
固
よ
り
題
画
詩
な
れ
ど
も
、
更
に
画
に
勝
る
）」
が
付
け
ら
れ
、
二
首
と
も
に
舟
旅
の
実
体
験
を
描
く
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
以
外
は
、
実
際
の
舟
旅
を
表
現
す
る
詩
作
で
あ
り
、
こ
れ
が
十
二
首
も
あ
る
。
977（292）
「
自
岐
阜
舟
行
至
墨
股
」、「
自
勢
多
舟
行
至
大
津
」、「
還
自
上
有
知
舟
中
與
藤
成
山
人
別
」、「
下
高
瀨
舟
中
」、「
溯
澱
河
作
」、「
己
丑
八
月
二
十
七
日
舟
行
下
桑
名
」、「
自
桑
名
舟
行
抵
森
津
」、「
唐
崎
松
下
拝
別
山
陽
先
生
」、
「
二
月
念
六
日
舟
過
七
里
渡
遇
大
風
浪
僅
得
上
薮
村
」、「
庚
子
八
月
将
赴
南
勢
舟
下
桑
名
」、「
叔
明
父
子
及
遁
斎
自
彥
根
泛
裏
湖
送
余
至
米
原
」、
「
錦
歩
楼
十
題
余
賦
鳳
凰
川
遠
帆
」
　
そ
の
特
徴
と
し
て
、
詩
題
の
傍
線
部
「
岐
阜
よ
り
」・「
勢
多
よ
り
」・「
大
津
に
至
る
」・「
上
有
知
よ
り
還
る
」
な
ど
か
ら
明
ら
か
に
分
か
る
よ
う
に
、
舟
旅
の
起
点
と
終
点
を
明
確
に
記
し
、
ま
る
で
漢
詩
の
旅
日
記
の
よ
う
に
、
行
く
た
び
に
具
体
的
旅
程
・
日
付
・
事
柄
を
記
録
す
る
傾
向
が
あ
り
、
紀
行
と
記
事
の
性
格
が
強
い
と
言
っ
て
良
い
。
こ
こ
で
一
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
「
己
丑
八
月
二
十
七
日
舟
行
下
桑
名
（
己
丑
八
月
二
十
七
日　
舟
行
し
て
桑
名
に
下
る
）」
平
波
萬
頃
一
舟
軽　
　
平
波　
萬
頃　
一
舟
軽
し
卜
得
秋
晴
始
上
程　
　
秋
晴
を
卜
し
得
て　
始
め
て
程
に
上
る
從
僕
睡
余
茶
懶
煮　
　
從
僕　
睡
余　
茶
を
煮
る
に
懶
く
同
乘
解
事
酒
俱
傾　
　
同
乘　
事
を
解
し
て　
酒
を
俱
に
傾
く
柳
容
慘
淡
知
霜
下　
　
柳
容　
惨
淡　
霜
の
下
り
た
る
を
知
り
蘆
影
動
搖
疑
岸
行　
　
芦
影　
動
揺
し
て　
岸
の
行
く
か
と
疑
ふ
十
里
風
帆
正
無
恙　
　
十
里　
風
帆
正
に
恙
無
し
江
天
未
暮
到
桑
城　
　
江
天　
未
だ
暮
れ
ざ
る
に
桑
城
に
到
る
　
こ
の
作
品
に
対
し
て
、
頼
山
陽
は
「
起
程
舟
行
情
況
可
想
（
起
程
舟
行
の
情
況
想
ふ
可
し
）」
と
評
し
、
す
な
わ
ち
詩
作
の
記
述
か
ら
、
出
発
・
到
着
時
の
情
景
、
航
行
の
状
況
は
想
像
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
確
か
に
詩
題
に
日
付
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
内
容
か
ら
み
る
と
、
出
発
す
る
際
の
状
況
、
到
着
時
の
情
景
、
船
足
の
速
さ
な
ど
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
・
四
句
目
の
「
従
僕
は
眠
り
か
ら
覚
め
た
ば
か
り
で
、
お
茶
の
支
度
は
は
か
ど
ら
ず
、
同
乗
者
は
み
な
話
の
わ
か
る
人
々
で
一
緒
に
酒
杯
を
傾
け
く
れ
た
」
な
ど
、
船
で
見
聞
し
た
こ
と
が
日
記
の
よ
う
に
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
　
江
馬
細
香
の
よ
う
な
女
流
詩
人
の
場
合
、
当
時
の
時
代
で
は
活
動
が
制
限
さ
れ
、
舟
旅
の
経
験
も
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
出
か
け
る
た
び
に
、
自
分
の
貴
重
な
経
験
を
事
細
か
に
日
記
の
よ
う
に
記
録
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
。
で
は
、
女
性
に
比
べ
て
、
活
動
が
遥
か
に
自
由
な
男
性
詩
人
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
。
　
次
に
、
細
香
の
師
匠
で
、
一
生
多
く
旅
に
出
た
頼
山
陽
の
詩
作
に
現
れ
る
「
舟
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
頼
山
陽
詩
に
お
け
る
「
舟
」：
異
国
の
風
物
を
描
く
詩
群
　
采
蘋
と
細
香
に
漢
詩
の
添
削
指
導
を
し
た
頼
山
陽
（
一
七
八
一
〜
一
八
三
二
）
は
、
生
涯
に
二
度
、
長
距
離
の
旅
に
出
て
い
る
。
十
八
歳
の
時
の
江
戸
遊
学
の
東
行
の
旅
と
、
三
十
九
歳
の
時
の
、
ほ
ぼ
一
年
に
わ
た
る
九
州
一
円
の
大
原
采
蘋
の
詩
に
お
け
る
「
舟
」
を
め
ぐ
っ
て
（293）976
旅
行
（
西
遊
行
）
で
あ
る
。
詩
集
『
山
陽
詩
鈔
』
三
百
十
二
首
の
う
ち
、「
舟
」
表
現
を
使
っ
た
詩
例
は
四
十
八
首
）
10
（
と
相
当
数
に
上
り
、
頼
山
陽
の
旅
の
一
側
面
を
確
か
に
反
映
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
　
そ
れ
ら
の
作
品
の
多
く
は
行
旅
の
詩
に
偏
り
、
や
は
り
同
様
に
紀
行
の
性
格
が
強
く
、
舟
を
も
っ
ぱ
ら
移
動
の
手
段
と
詠
ず
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
漢
詩
の
伝
統
の
枠
に
収
ま
る
詩
作
の
以
外
、
長
崎
に
い
た
頃
に
は
、
地
元
ま
た
は
異
国
の
風
物
で
あ
る
蘭
船
や
唐
船
と
い
っ
た
「
舟
」
そ
の
も
の
に
関
心
の
目
を
向
け
る
よ
う
な
特
徴
的
な
詩
作
が
あ
り
、
こ
れ
が
約
十
首
あ
る
。
船
入
港
來
如
巨
鰲　
　
船
は
港
に
入
り
来
た
り
て
巨
鰲
の
如
し
水
浅
船
大
動
欲
膠　
　
水
浅
く
船
大
に
し
て　
動
け
ば
膠
せ
ん
と
欲
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
荷
蘭
船
行
」
連
朝
坤
位
風
方
熟　
　
連
朝　
坤
位　
風
方
に
熟
し
等
待
洋
船
入
港
來　
　
等
し
く
待
つ
洋
船
の
港
に
入
り
来
た
る
を
洋
船
豆
大
點
琉
璃　
　
洋
船　
豆
の
ご
と
く
大
に
し
て
琉
璃
に
点
じ
未
一
炊
間
到
大
磯　
　
未
だ
一
炊
せ
ざ
る
間　
大
磯
に
到
る
越
船
時
喚
呉
船
語　
　
越
船　
時
に
呉
船
を
喚
ん
で
語
り
似
問
今
朝
既
爨
麼　
　
問
ふ
に
似
た
り　
今
朝
既
に
爨
ぐ
や
麼いなやを
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
長
碕
謡
十
解
」
兒
童
諳
漢
語　
　
兒
童　
漢
語
を
諳
ん
じ
舟
楫
雜
呉
舲　
　
舟
楫　
呉
舲
を
雑まじ
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
長
崎
雑
詩
」
瓦
光
明
滅
海
山
影　
　
瓦
光
明
滅
す　
海
山
の
影
旗
色
依
稀
呉
越
舟　
　
旗
色
依
稀
た
り　
呉
越
の
舟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
中
秋
」
　
傍
線
部
を
み
る
と
、「
洋
船
」
や
「
呉
船
」（
中
国
か
ら
の
舟
）
な
ど
の
長
崎
な
ら
で
は
の
景
色
を
詩
材
と
し
て
興
味
津
々
に
描
き
、
ま
た
、
山
陽
は
一
年
一
度
の
オ
ラ
ン
ダ
船
の
来
航
の
光
景
に
遭
遇
し
、
そ
れ
を
巨
鰲
（「
巨
大
な
ウ
ミ
ガ
メ
」）
と
呼
ん
で
「
荷
蘭
船
行
」
と
い
う
長
詩
に
記
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
、
日
本
の
窓
で
あ
っ
た
長
崎
の
新
奇
な
風
景
の
一
部
と
し
て
、「
舟
」
は
好
奇
の
目
差
し
で
描
き
取
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
経
験
は
山
陽
に
と
っ
て
、
舟
旅
自
体
を
主
題
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
好
奇
心
が
ま
さ
っ
た
見
物
の
意
味
合
い
が
強
い
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
（
二
）
表
現
上
の
特
徴
：「
舟
中
」
か
ら
の
目
差
し
　
次
に
、
具
体
的
に
「
舟
の
中
か
ら
眺
め
る
」
と
い
う
同
じ
設
定
を
し
た
具
体
例
を
取
り
上
げ
て
、
采
蘋
の
詩
「
舟
中
望
」
と
山
陽
の
詩
「
舟
中
所
見
」
の
比
較
を
し
て
い
き
た
い
。
な
お
細
香
に
は
同
趣
の
作
が
な
い
。
両
者
は
、
同
じ
く
「
舟
中
」
に
位
置
し
、
目
線
の
行
方
は
舟
の
外
部
へ
、
す
な
わ
ち
周
り
の
景
観
に
ま
で
導
か
れ
て
い
く
。
975（294）
原
采
蘋
「
舟
中
望
」
輕
舟
解
纜
白
鷗
汀　
　
軽
舟　
纜
を
解
く　
白
鷗
の
汀
遙
挂
片
帆
入
窈
冥　
　
遥
か
に
片
帆
を
挂
け
て　
窈
冥
に
入
る
風
落
鴻
濛
一
氣
白　
　
風
落
ち
て　
鴻
濛　
一
気
白
く
潮
來
鰲
背
孤
峰
靑　
　
潮
来
た
り
て　
鰲
背　
孤
峰
青
し
　
こ
の
詩
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）、
采
蘋
三
十
歳
の
作
で
あ
る
。
赤
間
関
よ
り
宮
島
に
向
か
う
、
そ
の
舟
中
の
作
と
思
わ
れ
る
。
頼
山
陽
「
舟
中
所
見
」
温
山
遙
面
阿
蘇
山　
　
温
山　
遥
か
に
阿
蘇
山
に
面
し
山
脈
逶
迤
碧
玉
環　
　
山
脈　
逶
迤
た
り　
碧
玉
の
環
匯
得
海
波
開
一
鏡　
　
海
波
を
匯
め
得
て　
一
鏡
を
開
き
相
臨
自
照
兩
煙
鬟　
　
相
ひ
臨
ん
で
自
ら
照
ら
す　
両
煙
鬟
　
采
蘋
の
詩
に
お
い
て
、
ま
ず
、
舟
中
の
遊
歴
を
描
く
時
、「
入
る
」・「
行
く
」・
「
来
た
る
」
な
ど
の
方
向
性
の
強
い
動
詞
が
多
く
併
用
さ
れ
て
お
り
、
時
間
と
と
も
に
動
き
続
け
る
舟
の
動
線
を
意
識
し
て
、
非
常
に
動
的
な
描
き
方
を
使
っ
て
い
る
。
彼
女
は
空
間
の
変
化
を
鋭
敏
に
捉
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
　
ま
た
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
こ
で
は
具
体
的
な
目
的
地
を
示
さ
ず
に
、
空
の
果
て
の
「
窈
冥
」
へ
進
ん
で
い
く
と
詠
じ
る
こ
と
で
あ
る
。「
鴻
濛
」
と
は
、
天
地
の
ま
だ
分
か
れ
て
い
な
い
混
沌
と
し
た
さ
ま
で
あ
る
。「
孤
峰
」
と
は
、
ぽ
つ
ん
と
聳
え
る
峰
の
こ
と
で
あ
る
。
前
進
の
方
向
は
、
江
馬
細
香
の
詩
の
よ
う
な
明
示
的
な
目
的
地
で
は
な
く
、「
窈
冥
」
す
な
わ
ち
極
遠
の
と
こ
ろ
、
空
の
果
て
を
目
指
す
。
目
的
地
の
消
失
に
よ
っ
て
、
特
定
の
場
所
を
往
来
す
る
通
行
人
で
は
な
く
、
観
念
化
さ
れ
た
海
、
す
な
わ
ち
茫
漠
と
し
た
世
界
に
お
け
る
た
っ
た
一
人
の
旅
人
の
形
象
を
際
立
た
せ
る
。
そ
こ
か
ら
は
、
采
蘋
の
「
舟
」
に
対
す
る
自
己
投
影
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
一
方
、
頼
山
陽
の
場
合
、
あ
え
て
静
的
な
描
き
方
を
選
ぶ
か
の
よ
う
で
、
舟
自
体
の
移
動
に
よ
る
変
化
的
視
点
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
海
の
波
を
蓄
え
た
水
面
が
鏡
の
よ
う
に
平
ら
か
に
開
け
、
雲
仙
岳
と
阿
蘇
山
が
こ
の
鏡
の
よ
う
な
海
に
、
そ
の
姿
を
か
わ
る
が
わ
る
映
し
出
し
て
い
る
。
そ
の
視
線
は
ひ
た
す
ら
外
部
の
風
景
（
山
脈
）
に
向
け
ら
れ
、
自
分
に
乗
っ
た
舟
に
対
し
て
は
ま
る
で
無
意
識
を
装
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
頼
山
陽
に
と
っ
て
舟
は
詩
の
素
材
で
は
な
く
、
詩
的
世
界
を
成
就
す
る
た
め
の
契
機
と
し
て
想
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
は
意
識
の
底
に
沈
め
ら
れ
て
、
詩
の
世
界
に
現
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
　
さ
ら
に
采
蘋
の
「
拜
楠
公
墓
（
又
一
首
）」
と
い
う
詩
例
を
取
り
上
げ
て
、
頼
山
陽
と
の
違
い
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
一
聲
欸
乃
發
烟
溪　
　
一
声
の
欸
乃　
烟
溪
を
発
す
魚
瀨
鷗
汀
碧
欲
迷　
　
魚
瀨　
鷗
汀　
碧
に
し
て
迷
わ
ん
と
欲
す
勿
怪
扁
舟
無
次
第　
　
怪
む
勿
れ　
扁
舟
の
次
第
無
き
こ
と
を
落
花
遠
近
水
東
西　
　
落
花　
遠
近　
水　
東
西
原
采
蘋
の
詩
に
お
け
る
「
舟
」
を
め
ぐ
っ
て
（295）974
　
烟
溪
を
出
発
し
、
航
行
の
途
中
の
情
景
を
描
い
て
い
る
。
転
句
に
あ
る
「
無
次
第
」、
結
句
に
あ
る
「
遠
近
」・「
東
西
」
は
舟
が
自
由
に
漂
う
様
子
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
詩
作
も
明
ら
か
に
舟
の
中
で
体
験
し
て
い
る
移
動
の
感
覚
に
重
き
を
置
い
て
、
水
面
に
散
っ
た
花
び
ら
に
よ
る
小
さ
な
動
き
を
通
し
て
、
舟
の
動
き
を
う
ま
く
描
き
出
し
て
い
る
。
頼
山
陽
の
場
合
と
は
異
な
り
、
采
蘋
に
お
い
て
は
舟
の
動
き
そ
の
も
の
が
詩
的
表
現
の
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
　
こ
の
章
で
は
、
采
蘋
周
辺
の
詩
人
の
詩
作
に
使
わ
れ
る
「
舟
」
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
、
采
蘋
詩
と
の
比
較
を
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
同
時
代
の
他
の
江
戸
詩
人
は
主
に
「
舟
」
を
日
常
的
な
移
動
手
段
と
し
て
即
物
的
に
捉
え
、
行
旅
の
詩
例
が
最
も
多
く
、「
記
事
」・「
紀
行
」
ま
た
「
見
物
の
記
録
」
の
性
格
が
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。
采
蘋
の
場
合
、
行
旅
に
限
ら
ず
、
舟
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
面
は
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
こ
に
は
、
彼
女
の
漢
詩
伝
統
に
対
す
る
広
範
な
受
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
な
お
か
つ
自
覚
的
に
「
舟
」
を
詩
の
核
心
的
な
素
材
と
し
て
昇
華
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
ま
た
、「
舟
」
を
単
に
交
通
手
段
と
位
置
づ
け
て
、
関
心
を
も
っ
ぱ
ら
目
的
地
に
集
中
す
る
の
で
は
な
く
、
采
蘋
は
む
し
ろ
旅
の
途
中
に
お
け
る
空
間
の
移
動
に
詩
的
興
趣
を
見
出
し
て
、
そ
れ
を
細
緻
に
観
察
し
て
い
る
。
舟
の
動
き
と
と
も
に
、
旅
し
つ
つ
あ
る
自
己
の
形
象
が
描
か
れ
、「
舟
」
と
い
う
詩
語
に
、
采
蘋
自
身
の
意
識
が
投
影
さ
れ
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。
　
次
の
章
で
は
、
采
蘋
詩
に
現
れ
る
「
舟
」
の
形
象
と
そ
の
多
様
性
が
い
か
に
成
り
立
っ
た
の
か
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
三
　
采
蘋
詩
に
現
れ
る
「
舟
」
の
形
成
過
程
と
表
現
の
成
熟
化
　
遊
歴
の
生
涯
と
と
も
に
、
采
蘋
詩
に
お
け
る
「
舟
」
表
現
に
現
れ
た
変
化
に
つ
い
て
代
表
的
詩
例
を
時
代
順
）
11
（
に
整
理
し
、
分
類
し
て
み
た
。
三
つ
の
段
階
に
沿
っ
て
説
明
し
て
い
く
。
段
階
（
Ⅰ
）　
旅
を
経
験
す
る
前
の
早
年
期
の
作
①　
行
客
未
呼
舟
子
過
、
輕
航
繫
在
落
梅
邊
。　
　
「
春
曉
）
12
（
」
②　
春
從
江
上
熈
熙
到
、
舟
在
空
中
泛
泛
行
。　
　
「
春
水
」
③　
垂
楊
灣
曲
放
扁
舟
、
輟
棹
春
風
下
綠
流
。　
　
「
春
泛
」
④　
灼
灼
水
中
蓮
、
盈
盈
舟
裏
女
。　
　
　
　
　
　
「
采
蓮
曲
」
　
ま
ず
、
旅
に
出
る
前
の
段
階
（
Ⅰ
）
で
は
、「
春
曉
」、「
春
水
」、「
春
泛
」
な
ど
の
「
春
」
と
題
す
詩
例
が
見
ら
れ
、
采
蘋
二
十
代
前
後
の
習
作
に
あ
た
り
、
景
物
と
し
て
の
用
例
に
属
し
て
い
る
。
　
「
軽
航　
繫
ぎ
て
在
り　
落
梅
の
辺
り
」、「
舟　
空
中
に
在
り
て　
泛
泛
と
し
て
行
く
」
な
ど
の
内
容
か
ら
見
る
と
、
こ
こ
の
「
舟
」
は
単
な
る
春
景
色
を
描
写
す
る
風
物
で
あ
り
、
舟
が
浮
か
ぶ
、
春
景
色
を
賞
美
す
る
愉
快
な
情
景
を
想
像
し
て
書
い
て
い
る
が
、
ま
だ
実
際
の
生
活
と
の
接
点
は
な
く
、
観
念
的
な
景
物
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
ほ
か
、「
采
蓮
曲
」
な
ど
の
楽
府
古
題
を
使
い
、
江
南
の
水
郷
の
風
情
を
詠
い
、
ハ
ス
を
採
る
少
女
を
描
く
詩
作
も
あ
る
が
、
想
像
上
の
景
物
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
973（296）
段
階
（
Ⅱ
）
東
遊
前
（
父
母
と
同
遊
）
⑤　
去
年
相
追
隨
、
坦
蕩
月
下
船
。
「
失
題
」
…
二
十
三+
歳
、
日
田
。
⑥　
爲
客
天
涯
歳
月
過
、
孤
舟
夜
泊
大
江
阿
。
「
秋
江
夜
泊
」
…
二
十
四
歳
、
福
岡
遊
中
の
作
。
⑦　
一
年
強
半
崎
陽
客
、
游
倦
長
風
破
浪
歸
。
肥
筑
連
山
迎
日
送
、
風
帆
截
水
走
如
飛
。
候
潮
江
口
舟
膠
處
、
入
夜
蓬
窓
人
起
稀
。
郷
近
吾
儂
欣
不
寐
、
揚
眉
先
整
故
園
衣
。
「
自
崎
陽
歸
途
」
…
二
十
七
歳
、
父
と
と
も
に
佐
賀
・
長
崎
を
遊
歴
し
た
。
⑧　
輕
橈
時
碎
鏡
中
山
、
釣
罷
灣
頭
載
月
還
。
「
漁
父
」
…
文
政
八
年
（
一
八
二
五
年
）、
二
十
八
歳
の
作
。
⑨　
青
山
如
黛
色
、
影
在
鏡
中
開
。
鏡
面
山
光
碎
、
漁
舟
載
酒
來
。
「
山
水
」
…
東
遊
（
二
十
八
歳
）
前
の
作
。
　
采
蘋
が
一
人
旅
を
始
め
る
前
、
つ
ま
り
父
母
と
同
遊
す
る
段
階
（
Ⅱ
）
に
入
る
と
、
す
で
に
舟
旅
の
経
験
を
詩
作
に
描
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
⑥
番
、
二
十
四
歳
、
福
岡
遊
歴
中
の
作
「
秋
江
夜
泊
」
と
い
う
詩
に
、「
孤
舟
」
の
詩
語
が
現
れ
、
み
ず
か
ら
を
「
客
」
と
捉
え
る
自
意
識
が
形
成
さ
れ
る
。「
夜
泊
」
を
題
材
と
し
て
描
く
詩
を
見
て
も
、
す
で
に
「
旅
〜
望
郷
」
の
詠
じ
方
に
相
当
程
度
習
熟
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
⑦
・
⑧
・
⑨
の
詩
例
に
お
い
て
、
舟
は
水
面
を
裂
い
て
飛
ぶ
よ
う
に
走
り
、
ま
た
舟
の
動
き
に
応
じ
て
鏡
の
よ
う
な
水
面
が
砕
け
る
、
と
い
う
光
景
の
描
写
か
ら
は
、
采
蘋
が
舟
の
具
体
的
な
動
き
に
敏
感
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
　
⑧
・
⑨
は
、
行
旅
の
分
類
に
当
た
ら
な
い
が
、
旅
の
実
体
験
を
通
し
て
、
舟
へ
の
観
察
が
細
緻
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
か
つ
て
春
の
景
色
に
ぼ
ん
や
り
と
浮
か
ん
で
い
た
「
舟
」
は
月
を
載
せ
た
り
、
酒
を
載
せ
た
り
す
る
具
体
的
な
機
能
を
果
た
し
、「
還
る
」・「
来
た
る
」
と
い
う
方
向
性
を
示
す
動
詞
も
、
人
の
移
動
や
舟
の
動
線
に
対
す
る
明
敏
な
意
識
を
反
映
し
て
い
る
。
　
こ
の
段
階
に
な
る
と
、
行
旅
・
景
物
の
場
面
に
「
舟
」
表
現
が
出
現
す
る
。
旅
の
実
体
験
に
よ
っ
て
、
采
蘋
の
「
舟
」
と
い
う
実
物
へ
の
観
察
は
細
緻
に
な
り
、
い
わ
ば
舟
と
旅
人
で
あ
る
自
分
の
間
の
距
離
が
縮
ん
で
、
両
者
は
融
合
一
体
化
し
て
い
く
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
段
階
（
Ⅲ
）
二
十
八
歳
、
一
人
旅
に
出
た
後
⑩　
輕
舟
解
纜
白
鷗
汀
、
遙
挂
片
帆
入
窈
冥
。
「
舟
中
望
」
…
三
十
歳
の
作
。
⑪　
吟
餘
相
携
乘
興
去
、
買
舟
閑
立
夕
陽
洲
。
　
　
花
迎
扁
舟
春
水
漲
、
醉
裏
扣
舷
和
棹
謳
。
「
三
日
和
村
大
有
」
…
三
十
歳
、
父
の
死
後
、
江
戸
を
目
指
し
て
二
回
目
の
出
郷
時
の
作
。
⑫　
二
子
乘
舟
歸
故
城
、
悵
然
西
望
夕
陽
傾
。
原
采
蘋
の
詩
に
お
け
る
「
舟
」
を
め
ぐ
っ
て
（297）972
　
　
秋
風
不
管
離
情
切
、
帆
影
如
飛
破
浪
行
。
「
別
吉
田
吉
武
二
生
」
…
三
十
歳
の
作
、
前
詩
の
数
日
後
。
⑬　
扁
舟
從
此
去
、
千
里
向
天
涯
。
「
贈
某
」
…
三
十
歳
の
作
、
二
回
目
の
出
郷
の
後
。
恋
の
詩
と
思
わ
れ
る
。
⑭　
身
跡
悠
悠
兩
斷
蓬
、
飄
然
相
遇
是
何
風
。
　
　
明
朝
吹
到
分
襟
處
、
還
送
孤
帆
畫
碧
空
。
「
贈
吉
甫
廣
秀
才
廣
嶋
邂
逅
」
…
三
十
歳
、
二
回
目
の
出
郷
の
後
。
広
島
で
の
作
。
⑮　
月
白
廣
江
潮
未
落
、
殘
樽
遙
同
舟
游
樂
。
「
丁
亥
十
月
望
泛
舟
有
感
次
韵
杏
坪
先
生 
又
一
首
」
…
三
十
歳
の
作
。
⑯　
待
月
同
秉
殘
夜
燭
、
看
楓
或
上
夕
陽
舟
。
　
　
留
連
有
限
情
無
盡
、
綠
水
靑
冥
離
別
愁
。
「
別
杏
坪
先
生
」
…
三
十
歳
、
⑮
の
後
の
作
。
⑰　
四
月
薰
風
雨
後
、
天
山
皆
新
綠
水
淸
漣
。
　
　
鷗
汀
時
買
扁
舟
去
、
欲
載
殘
樽
破
暮
烟
。
「
攬
翠
軒
招
飮
。
泛
舟
鹿
子
川
」
…
三
十
一
歳
の
作
。
⑱　
携
來
故
人
酒
、
箕
尾
醉
韶
光
。
　
　
花
落
無
空
地
、
鶯
啼
欲
夕
陽
。
　
　
烟
霞
同
是
癖
、
賓
主
對
相
忘
。
　
　
更
待
東
山
月
、
春
江
浮
小
航
。
「
金
屏
賞
花
同
中
垣
諄
菴
」
…
作
詩
年
代
未
詳
だ
が
、
旅
立
っ
た
後
の
作
と
思
わ
れ
る
。
　
以
上
挙
げ
た
詩
例
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
三
十
歳
前
後
、
江
戸
を
目
指
し
た
二
回
目
の
出
郷
以
降
、
采
蘋
は
頻
繁
に
舟
旅
を
経
験
し
、
ま
た
詩
に
詠
じ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
も
そ
の
舟
の
詩
に
、
人
が
登
場
す
る
こ
と
が
目
立
っ
て
く
る
。
池
の
上
の
宴
会
・
舟
の
中
・
送
別
の
場
面
、
舟
は
彼
女
の
身
回
り
の
人
間
関
係
を
反
映
す
る
場
に
な
る
。
　
さ
ら
に
進
ん
で
、
自
分
と
「
舟
」
と
を
一
体
化
す
る
傾
向
も
見
ら
れ
、
そ
こ
に
は
旅
人
と
し
て
の
心
情
と
漂
泊
感
が
見
て
取
れ
る
。
　
以
下
、
具
体
例
を
取
り
上
げ
て
分
析
を
進
め
る
。
ま
ず
、
段
階
（
Ⅲ
）
に
所
属
す
る
詩
例
⑪
と
詩
例
⑱
の
二
例
を
見
て
み
よ
う
。
【
Ａ
】「
花
・
酒
・
舟
」
の
構
図
に
見
る
交
遊
の
体
験
詩
例
⑪　
「
三
日
和
村
大
有
（
三
日　
村
大
有
に
和
す
）」
（
前
略
）
吟
餘
相
携
乘
興
去　
　
吟
餘　
相
ひ
携
え　
興
に
乘
じ
て
去
り
買
舟
閑
立
夕
陽
洲　
　
舟
を
買
ひ
て　
閑
に
立
つ　
夕
陽
洲
花
迎
扁
舟
春
水
漲　
　
花
は
扁
舟
を
迎
へ
て　
春
水
漲
り
醉
裏
扣
舷
和
棹
謳　
　
醉
裏　
舷
を
扣
い
て　
棹
謳
に
和
す
…
971（298）
詩
例
⑱　
 「
金
屏
賞
花
同
中
垣
諄
菴
（
金
屏　
花
を
賞
す　
中
垣
諄
菴
と
同
に
す
）」
携
來
故
人
酒　
　
携
へ
来
た
る　
故
人
の
酒
箕
尾
醉
韶
光　
　
箕
尾　
韶
光
に
醉
ふ
花
落
無
空
地　
　
花
落
ち
て　
空
地
無
く
鶯
啼
欲
夕
陽　
　
鶯
啼
き
て　
夕
陽
な
ら
ん
と
欲
す
烟
霞
同
是
癖　
　
烟
霞
を
同
に
是
れ
癖この
む
賓
主
對
相
忘　
　
賓
主
対
し
て
相
ひ
忘
る
更
待
東
山
月　
　
更
に
待
つ　
東
山
の
月
春
江
浮
小
航　
　
春
江　
小
航
を
浮
ぶ
　
采
蘋
は
も
と
よ
り
深
く
酒
を
嗜
む
者
で
あ
る
の
で
、
舟
と
大
好
物
で
あ
る
酒
が
一
緒
に
現
れ
る
表
現
も
多
く
現
れ
る
。
例
え
ば
「
鏡
面
山
光
碎
、
漁
舟
載
酒
來
（
鏡
面
山
光
碎
き　
漁
舟
酒
を
載
せ
て
来
た
る
）」（「
山
水
」）、「
鷗
汀
時
買
扁
舟
去
、
欲
載
殘
樽
破
暮
烟
（
鷗
汀　
時
に
扁
舟
を
買
ひ
て
去
り
、
残
樽
を
載
せ
て
暮
烟
を
破
ら
ん
と
欲
す
）」（「
攬
翠
軒
招
飮
。
晩
泛
舟
鹿
子
川
」）、「
何
當
俱
載
朋
樽
酒
、
飽
領
涼
風
弄
釣
船
（
何
れ
の
と
き
か
当
に
俱
に
朋
樽
の
酒
を
載
せ
、
涼
風
を
飽
領
し
て
釣
船
を
弄
す
べ
き
）」（「
梅
雨
懷
人
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
旅
の
途
上
、
愁
い
を
忘
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
酒
を
飲
む
愉
快
な
光
景
を
そ
の
ま
ま
詩
に
詠
じ
た
り
、
想
像
し
て
描
い
た
り
し
て
い
る
。
　
さ
ら
に
、
一
人
旅
を
続
け
る
中
、
采
蘋
は
孤
独
な
思
い
に
だ
け
沈
ん
だ
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
彼
女
は
各
地
を
遍
歴
し
な
が
ら
、
儒
者
・
詩
人
と
広
く
交
流
し
、
ま
た
、
数
多
く
の
宴
会
に
も
招
か
れ
て
い
た
。
　
そ
れ
ら
友
人
と
交
遊
す
る
場
面
で
は
、「
春
の
舟
に
乗
り
、
咲
い
た
花
を
背
景
と
し
て
、
酒
を
楽
し
む
」、
そ
の
愉
快
で
か
つ
風
雅
の
世
界
に
最
も
相
応
し
い
「
花
・
酒
・
舟
」
の
構
図
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
イ
メ
ー
ジ
の
形
象
性
を
重
視
し
た
描
写
と
も
い
え
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
互
い
に
映
発
す
る
う
ち
に
、
「
景
」
と
「
情
」
の
融
合
し
た
表
現
は
、
采
蘋
自
身
と
対
象
物
の
舟
と
の
一
体
化
へ
と
導
く
。
ま
た
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
遊
歴
中
の
采
蘋
の
交
遊
の
実
態
と
そ
の
周
り
の
人
間
関
係
を
も
窺
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
　
旅
と
は
、
移
動
に
よ
っ
て
空
間
を
横
切
る
だ
け
に
終
わ
ら
ず
、
人
々
と
の
出
会
い
を
も
た
ら
す
行
為
で
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
采
蘋
は
互
い
に
分
か
り
合
う
文
学
の
同
好
と
接
触
し
、
貴
重
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
。
そ
の
交
遊
は
彼
女
の
文
学
に
痕
跡
を
残
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
彼
女
の
人
間
観
を
幅
広
く
、
ま
た
深
度
の
あ
る
も
の
に
作
り
変
え
た
こ
と
だ
ろ
う
。
従
来
詠
じ
ら
れ
て
き
た
旅
の
漂
泊
や
悲
し
み
に
加
え
て
、「
花
・
酒
・
舟
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
友
人
と
共
有
す
る
美
的
空
間
と
、
酩
酊
の
甘
美
な
時
間
に
対
す
る
素
直
な
謳
歌
は
、
采
蘋
の
旅
の
詩
を
一
層
別
様
に
彩
っ
た
。
　
次
に
、【
Ｂ
】
の
付
い
た
部
分
、
舟
＝
人
：
旅
人
の
自
分
の
象
徴
を
見
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
詩
例
⑬
を
例
と
し
て
挙
げ
て
い
く
。
【
Ｂ
】
舟
＝
人
：
旅
人
の
自
分
の
象
徴
「
贈
某
（
某
に
贈
る
）」
與
君
離
別
後　
　
君
と
離
別
の
後
原
采
蘋
の
詩
に
お
け
る
「
舟
」
を
め
ぐ
っ
て
（299）970
無
日
不
相
思　
　
日
と
し
て
相
ひ
思
は
ざ
る
無
し
対
鏡
慵
梳
髪　
　
鏡
に
対
し
て　
髪
を
梳
く
に
慵
く
弄
毫
狂
寫
詩　
　
毫
を
弄
し
て
狂
ひ
て
詩
を
写
す
・
扁
舟
從
此
去　
　
扁
舟
此
よ
り
去
り
・
千
里
向
天
涯　
　
千
里 
天
涯
に
向
か
ふ
墨
和
雙
行
涙　
　
墨 
双
行
の
涙
に
和
す
親
緘
寄
阿
誰　
　
親
緘　
阿
誰
に
か
寄
せ
ん
　
采
蘋
が
三
十
歳
の
時
、
二
回
目
の
出
郷
の
後
、
馬
関
（
下
関
）
で
邂
逅
し
た
人
と
別
れ
た
後
書
い
た
詩
で
あ
る
。
そ
の
後
、
采
蘋
は
そ
の
土
地
を
離
れ
、
広
島
へ
赴
い
た
。
　
小
舟
は
こ
こ
を
去
り
、
天
地
の
果
て
に
向
か
っ
て
行
く
。
こ
の
詩
は
明
ら
か
に
離
別
の
後
の
悲
し
さ
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
詩
題
の
「
某
」
は
一
体
誰
な
の
か
判
明
で
き
な
い
。
二
句
目
の
「
日
と
し
て
相
ひ
思
は
ざ
る
無
し
」
と
三
句
目
の
「
鏡
に
対
し
て
髪
を
梳
く
に
慵
く
」
か
ら
み
る
と
、
六
十
二
年
の
生
涯
で
わ
ず
か
に
残
し
た
恋
愛
の
詩
作
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
　
詩
の
五
・
六
句
目
「
扁
舟　
此
よ
り
去
り
、
千
里 
天
涯
に
向
か
ふ
」
は
、
自
分
が
移
動
手
段
と
し
て
の
「
扁
舟
」
に
乗
っ
て
去
る
と
い
う
事
実
を
客
観
的
に
述
べ
る
の
み
で
は
な
く
、「
舟
」
を
自
分
の
身
の
喩
え
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
て
取
れ
る
。
天
地
の
間
に
あ
る
孤
独
な
詩
人
の
姿
が
そ
の
ま
ま
舟
と
化
し
て
、
遥
か
遠
い
地
ま
で
漂
っ
て
ゆ
く
。
主
体
の
詩
人
と
客
体
の
舟
の
融
合
に
よ
っ
て
、
自
分
と
一
体
化
し
た
「
舟
」
は
、
離
別
の
悲
哀
と
旅
人
の
漂
泊
感
を
増
幅
さ
せ
る
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
。
　
さ
ら
に
、『
西
遊
日
歴
』
の
冒
頭
に
綴
っ
た
晩
年
の
作
）
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（
「
若
津
別
廉
叔
（
若
津
に
て
和
田
廉
叔
に
別
る
）」
を
見
て
い
き
た
い
。
本
詩
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）、
采
蘋
が
六
十
一
歳
の
時
、
人
生
の
最
期
を
迎
え
る
前
年
に
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。
徒
惜
解
携
到
海
灣　
　
徒
だ
惜
む　
携
ふ
る
を
解
き
て
海
湾
に
到
り
相
看
無
語
別
顔
酸　
　
相
看
て
語
る
無
し 
別
顔
の
酸
欲
繡
斯
文
豈
容
易　
　
 
斯
文
を
繍
は
ん
と
欲
す
る
は　
豈
に
容
易
な
ら
ん
や
獨
泛
扁
舟
渡
碧
瀾　
　
独
り
扁
舟
を
泛
べ
て　
碧
瀾
を
渡
る
　
こ
の
詩
に
お
い
て
、
采
蘋
は
別
れ
を
告
げ
る
際
の
辛
さ
と
こ
こ
ま
で
歩
ん
で
き
た
文
学
の
道
の
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。
結
句
の
「
独
り
扁
舟
を
泛
ぶ
」
と
い
う
表
現
は
、
明
ら
か
に
象
徴
の
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
困
難
を
畏
れ
ず
に
一
人
の
旅
を
続
け
る
中
で
、
人
生
の
滋
味
を
つ
ぶ
さ
に
嘗
め
て
き
た
彼
女
の
世
界
観
を
映
し
出
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
詩
中
に
お
け
る
「
舟
」
は
、
も
は
や
詩
人
自
体
と
重
な
っ
て
お
り
、
抒
情
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
　
以
上
か
ら
見
る
と
、
采
蘋
詩
に
現
れ
る
「
舟
」
表
現
に
は
、
遊
歴
の
生
涯
と
と
も
に
（
Ⅰ
）
自
分
か
ら
遊
離
し
た
観
念
的
景
物
、（
Ⅱ
）
舟
旅
の
実
体
験
に
基
づ
い
た
実
物
、（
Ⅲ
）
自
分
の
漂
泊
の
姿
と
一
体
化
し
た
観
念
の
形
象
と
い
969（300）
う
よ
う
に
時
期
を
逐
っ
て
変
化
が
見
ら
れ
る
。
四
　
中
国
古
典
に
対
す
る
受
容
か
ら
み
る
「
舟
」
　
以
上
は
、
采
蘋
の
人
生
の
実
体
験
に
従
っ
て
、
彼
女
の
内
面
に
お
け
る
「
舟
」
の
形
象
の
出
現
と
成
熟
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
思
え
ば
、
采
蘋
の
文
学
は
、
彼
女
の
内
部
か
ら
発
し
た
も
の
に
止
ま
る
の
で
は
な
く
、
文
学
の
伝
統
の
中
か
ら
吸
収
し
た
も
の
と
の
総
和
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
と
り
わ
け
、
日
本
漢
詩
と
い
う
も
の
が
、
中
国
文
化
を
受
容
し
た
日
本
人
が
そ
の
表
現
法
を
借
り
て
情
景
・
心
情
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
古
典
の
典
故
と
文
学
伝
統
を
踏
ま
え
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
こ
か
ら
の
影
響
は
見
過
ご
せ
な
い
。
　
采
蘋
は
幼
少
期
か
ら
父
の
原
古
処
に
漢
詩
文
の
教
育
を
授
け
ら
れ
、
中
国
の
古
典
に
幅
広
く
馴
染
ん
で
い
た
。
し
か
し
今
に
至
る
ま
で
、
采
蘋
に
つ
い
て
中
国
古
典
に
対
す
る
具
体
的
な
受
容
に
関
し
て
分
け
入
っ
た
考
察
は
極
め
て
少
な
い
。
先
行
研
究
と
し
て
、
小
谷
喜
久
江
氏
は
著
書
『
女
性
漢
詩
人
原
采
蘋　
詩
と
生
涯
│
│
孝
と
自
我
の
狭
間
で
』
に
李
白
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
具
体
的
な
指
摘
は
少
な
く
、
ま
た
他
の
中
国
詩
人
か
ら
の
影
響
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
主
に
中
国
の
文
学
伝
統
に
お
け
る
「
舟
」
表
現
に
遡
り
、
受
容
の
角
度
か
ら
采
蘋
詩
に
お
け
る
「
舟
」
の
原
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
先
行
研
究
の
補
足
を
試
み
た
い
。
（
一
）「
夜
泊
」
と
「
孤
舟
」：
旅
す
る
孤
独
の
舟
　
「
夜
泊
」
は
、
漢
詩
に
お
い
て
し
ば
し
ば
詠
じ
ら
れ
る
題
材
で
あ
り
、
よ
く
川
・
舟
・
夕
暮
れ
、
あ
る
い
は
ま
た
月
・
夜
景
な
ど
の
要
素
を
揃
え
た
典
型
的
な
旅
の
場
面
を
通
じ
て
、
望
郷
の
思
い
や
旅
愁
を
表
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
、
唐
代
の
張
継
に
「
楓
橋
夜
泊
」
と
い
う
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
名
篇
が
あ
り
、
「
姑
蘇
城
外
寒
山
寺
、
夜
半
鐘
聲
到
客
船
（
姑
蘇
城
外　
寒
山
寺
、
夜
半
の
鐘
声　
客
船
に
到
る
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
旅
の
夜
の
寒
さ
と
わ
び
し
さ
を
伝
え
る
一
首
で
あ
る
。
　
采
蘋
も
「
秋
江
夜
泊
」
と
い
う
類
題
の
作
を
残
し
た
。
文
政
四
年
、
二
十
五
歳
の
時
に
父
と
と
も
に
福
岡
に
遊
ん
だ
と
き
に
作
っ
た
詩
で
、
旅
人
の
郷
愁
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
采
蘋
の
代
表
作
と
さ
れ
て
い
る
。
爲
客
天
涯
歳
月
過　
　
客
と
為
り
て
天
涯　
歳
月
過
ぐ
孤
舟
夜
泊
大
江
阿　
　
孤
舟
夜
泊
す
大
江
の
阿
霜
降
岸
樹
葉
微
脱　
　
霜
は
岸
樹
に
降
り
て　
葉
微
か
に
脱
し
風
落
長
流
水
易
波　
　
風
は
長
流
に
落
ち
て　
水
波
だ
ち
易
し
明
月
偏
從
横
笛
苦　
　
明
月
偏
へ
に
横
笛
に
従
ひ
て
苦
し
み
悲
秋
一
傍
遠
人
多　
　
悲
秋
一
に
遠
人
に
傍
ひ
て
多
し
哀
猿
嘯
起
還
郷
夢　
　
哀
猿
嘯
き
て
は
起
こ
す　
還
郷
の
夢
不
是
三
聲
涙
已
沱　
　
是
れ
三
声
な
ら
ず
し
て　
涙
已
に
沱
な
り
　
旅
人
と
し
て
世
の
中
を
漂
遊
し
て
年
月
を
送
り
、
た
だ
一
艘
の
舟
だ
け
、
今
原
采
蘋
の
詩
に
お
け
る
「
舟
」
を
め
ぐ
っ
て
（301）968
宵
は
大
川
の
く
ま
に
停
泊
す
る
。
三
・
四
句
目
は
岸
辺
の
秋
の
風
景
を
描
き
、
川
の
水
面
に
風
が
吹
い
て
き
て
波
立
つ
様
子
を
表
現
し
て
い
る
。
舟
の
中
か
ら
周
囲
を
眺
め
、
散
り
は
じ
め
た
葉
・
川
の
流
れ
・
風
・
波
な
ど
の
動
的
風
景
と
静
止
し
て
い
る
舟
と
の
組
み
合
わ
せ
は
、
旅
中
の
広
々
と
し
た
空
間
感
を
具
体
的
に
描
き
出
し
て
い
る
。
　
采
蘋
は
も
と
よ
り
張
継
の
詩
を
承
知
し
て
い
た
が
（『
三
体
詩
』
収
録
詩
）、
こ
の
詩
に
お
い
て
は
む
し
ろ
、
杜
甫
の
影
響
）
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（
が
明
ら
か
に
見
て
取
れ
る
。
特
に
「
登
高
」1
）
15
（
213
と
い
う
名
作
を
踏
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
表
現
が
幾
つ
も
現
れ
て
い
る
。風
急
天
高
猿
嘯
哀　
　
風
急
に
天
高
く
し
て　
猿
嘯
哀
し
渚
清
沙
白
鳥
飛
廻　
　
渚
清
く　
沙
白
く
し
て　
鳥
飛
び
廻
る
無
邊
落
木
蕭
蕭
下　
　
無
辺
の
落
木　
蕭
蕭
と
し
て
下
り
不
盡
長
江
滾
滾
來　
　
不
尽
の
長
江　
滾
滾
と
し
て
来
る
萬
里
悲
秋
常
作
客　
　
万
里
悲
秋　
常
に
客
と
な
り
百
年
多
病
獨
登
臺　
　
百
年
多
病　
独
り
台
に
登
る
艱
難
苦
恨
繁
霜
鬢　
　
艱
難　
苦
だ
恨
む　
繁
霜
の
鬢
潦
倒
新
停
濁
酒
杯　
　
潦
倒　
新
た
に
停
む　
濁
酒
の
杯
　
こ
の
詩
は
大
暦
二
年
（
七
六
七
）、
杜
甫
五
十
六
歳
の
作
で
あ
る
。
故
郷
を
目
指
す
途
中
、
夔
州
（
重
慶
市
奉
節
県
）
に
滞
在
し
た
杜
甫
は
重
陽
の
節
句
を
迎
え
た
。
詩
題
の
「
登
高
」
と
は
、
九
月
九
日
重
陽
の
節
句
に
、
高
台
に
登
り
菊
酒
を
飲
ん
で
邪
気
払
い
を
す
る
と
い
う
伝
統
的
風
習
で
あ
る
。
　
両
詩
を
対
照
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
七
句
目
に
あ
る
「
哀
猿
嘯
起
」
は
、
杜
甫
の
「
登
高
」
詩
の
一
句
目
の
「
猿
嘯
哀
」
を
踏
ま
え
る
可
能
性
が
高
い
。
猿
の
鳴
き
声
は
、
古
く
か
ら
中
国
の
詩
文
に
見
ら
れ
る
素
材
で
あ
り
、
哀
切
な
響
き
の
た
め
、
特
に
長
江
の
あ
た
り
の
風
土
を
背
景
に
旅
人
の
悲
哀
を
増
や
す
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
采
蘋
詩
に
描
か
れ
た
猿
の
鳴
き
声
は
お
そ
ら
く
は
実
際
に
存
在
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
中
国
漢
詩
に
由
来
す
る
素
材
と
し
て
、
故
郷
に
帰
り
た
い
と
い
う
心
を
引
き
締
め
る
の
に
利
用
さ
れ
た
も
の
と
理
解
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
、
猿
声
の
典
型
的
用
法
と
し
て
杜
甫
の
詩
が
引
用
さ
れ
た
に
間
違
い
な
い
。
　
六
句
目
の
「
悲
秋
」
も
、
杜
甫
詩
の
五
句
目
に
あ
る
「
万
里
悲
秋
」
に
呼
応
し
て
い
る
。
杜
詩
の
場
合
、
見
わ
た
す
限
り
の
も
の
悲
し
い
秋
景
色
は
「
万
里
」
に
渡
り
、
人
間
が
感
知
す
る
限
度
を
超
越
し
た
広
大
な
世
界
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
中
で
「
常
作
客
」、
自
分
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
流
寓
者
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
采
蘋
詩
に
お
け
る
「
爲
客
」（
天
涯
に
客
と
為
る
）
と
「
悲
秋
一
傍
遠
人
多
」（
遠
人
は
、
故
郷
か
ら
遠
く
離
れ
た
采
蘋
自
身
を
指
し
て
い
る
）
も
同
じ
く
、
秋
の
が
ら
ん
と
し
た
寂
寥
の
世
界
を
背
景
と
し
て
、
旅
人
の
漂
泊
を
詠
じ
て
い
る
表
現
と
意
境
の
一
致
を
見
せ
て
い
る
。
　
さ
ら
に
、
全
体
的
に
示
さ
れ
た
秋
の
落
ち
葉
と
、
流
れ
て
い
る
江
水
の
構
図
に
お
い
て
も
、
杜
甫
の
詩
作
と
の
類
似
性
を
示
し
て
い
る
。
　
な
る
ほ
ど
、
詩
題
か
ら
見
て
わ
か
る
通
り
、
杜
甫
詩
は
「
登
高
」
と
い
う
中
国
の
古
典
詩
に
お
け
る
主
要
な
モ
テ
ィ
ー
フ
の
一
つ
で
あ
り
、
高
台
か
ら
遠
望
967（302）
す
る
と
い
う
姿
勢
は
、
采
蘋
詩
に
詠
じ
ら
れ
る
舟
旅
と
全
く
違
う
主
題
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
し
か
し
、
実
際
に
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
遥
か
な
空
間
の
彼
方
に
い
る
肉
親
に
思
い
を
は
せ
る
と
い
う
発
想
に
は
、
両
者
の
類
似
性
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
杜
甫
の
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
「
登
高
」
詩
か
ら
、
采
蘋
は
意
識
的
に
そ
の
表
現
と
詠
じ
方
を
吸
収
し
て
自
分
の
詩
作
に
生
か
し
て
、
詩
境
を
広
め
る
と
い
う
姿
勢
が
窺
え
よ
う
。
　
続
い
て
八
句
目
の
「
不
是
三
聲
（
是
れ
三
声
な
ら
ず
）」
は
「
秋
興
八
首
」
其
の
二0986
の
三
句
目
「
聽
猿
實
下
三
聲
淚
（
猿
を
聽
い
て
実
に
下
す
三
声
の
涙
）」
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
　
采
蘋
詩
の
二
句
目
に
あ
る
「
孤
舟
」
と
い
う
語
も
、
杜
甫
の
詩
に
頻
繁
に
現
れ
る
。
例
え
ば
、「
登
岳
陽
楼
」1363
の
「
親
朋
無
一
字
、
老
病
有
孤
舟
（
親
朋　
一
字
無
く
、
老
病 
孤
舟
有
り
）」、「
秋
興
八
首
」
其
の
一0985
の
「
叢
菊
兩
開
他
日
淚
、
孤
舟
一
繋
故
園
心
（
叢
菊
両
た
び
開
く　
他
日
の
涙
、
孤
舟
一
た
び
繋
ぐ　
故
園
の
心
）」、「
旅
夜
書
懷
」0836
の
「
細
草
微
風
岸
、
危
檣
独
夜
舟
（
細
草
微
風
の
岸
、
危
檣　
独
夜
の
舟
）」
な
ど
の
詩
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
、江
戸
の
漢
詩
人
に
も
周
知
の
作
を
挙
げ
れ
ば
、中
唐
の
柳
宗
元
の
「
江
雪
）
16
（
」
の
「
孤
舟
蓑
笠
翁
、
独
釣
寒
江
雪
（
孤
舟　
蓑
笠
の
翁
、
独
り
釣
る
寒
江
の
雪
）」
も
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
詩
で
は
舟
に
「
孤
」
と
い
う
修
飾
語
が
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
、
一
層
に
孤
独
感
を
表
出
す
る
詩
語
と
し
て
使
わ
れ
る
。采
蘋
の
詩
に
お
い
て
、「
孤
舟
」
と
同
じ
よ
う
に
、「
悲
秋
」
と
「
哀
猿
」
も
同
様
に
活
用
さ
れ
た
詩
語
で
あ
る
。
行
旅
詩
の
ジ
ャ
ン
ル
に
置
い
て
み
れ
ば
多
少
類
型
に
は
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
見
ら
れ
る
が
、
采
蘋
の
初
期
作
詩
に
お
け
る
中
国
古
典
に
対
す
る
積
極
的
な
摂
取
が
推
察
で
き
る
だ
ろ
う
。
　
次
に
、
采
蘋
の
詩
作
の
中
、「
夜
泊
」
を
題
材
に
し
て
特
殊
性
を
見
せ
る
一
首
を
、
旅
の
情
緒
と
い
う
点
か
ら
考
察
し
た
い
。「
自
崎
陽
帰
途
（
崎
陽
自
り
帰
途
）」
と
い
う
詩
で
は
、
従
来
の
旅
愁
で
は
な
く
「
喜
び
」
と
い
う
感
情
が
詠
わ
れ
て
い
る
。
一
年
強
半
崎
陽
客　
　
一
年
の
強
半　
崎
陽
の
客
遊
倦
長
風
破
浪
歸　
　
遊
ぶ
こ
と
倦
み
て　
長
風
に　
浪
を
破
り
て
帰
る
肥
筑
連
山
迎
且
送　
　
肥
筑
は
山
を
連
ね
て　
迎
へ
て
且
つ
送
る
風
帆
截
水
送
如
飛　
　
風
帆　
水
を
截
り
て　
送
る
こ
と
飛
ぶ
が
如
し
候
潮
江
口
舟
膠
處　
　
潮
を
候
つ
江
口　
舟
の
膠
く
処
入
夜
篷
窓
人
起
稀　
　
夜
に
入
り　
篷
窓　
人
の
起
く
る
こ
と
稀
な
り
郷
近
吾
儂
欣
不
寐　
　
郷
近
づ
き　
吾
儂
欣
び
て
寐
ね
ず
揚
眉
先
整
故
園
衣　
　
眉
を
揚
げ　
先
づ
整
ふ　
故
園
の
衣
　
采
蘋
が
二
十
代
の
頃
、
父
に
従
っ
て
長
崎
に
遊
ん
で
、
半
年
近
く
長
崎
に
滞
在
し
た
後
、
一
人
で
帰
郷
す
る
際
）
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（
に
詠
じ
た
詩
で
あ
る
。
文
政
七
年
、
四
月
の
初
め
に
長
崎
を
出
発
し
、
途
中
よ
り
舟
路
を
取
り
、
筑
後
の
海
を
越
え
て
故
郷
に
帰
る
情
景
を
描
写
し
て
い
る
。
　
異
郷
の
生
活
に
も
退
屈
を
感
じ
て
、
帰
郷
の
旅
路
に
就
き
、
大
風
に
帆
を
揚
げ
て
波
を
押
し
切
る
よ
う
に
勢
い
よ
く
舟
を
進
め
る
。
肥
前
と
筑
紫
の
山
々
が
原
采
蘋
の
詩
に
お
け
る
「
舟
」
を
め
ぐ
っ
て
（303）966
連
な
っ
て
、
次
々
と
現
れ
て
ま
た
消
え
る
。
風
に
膨
ら
ん
だ
帆
、
水
を
切
り
分
け
て
飛
ぶ
よ
う
に
前
進
す
る
舟
な
ど
の
景
色
が
、
あ
た
か
も
目
の
前
に
見
え
る
よ
う
に
具
体
的
に
描
写
さ
れ
、
映
画
の
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク
を
彷
彿
と
さ
せ
、
臨
場
感
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
山
の
垂
直
方
向
の
高
さ
と
、
次
句
の
江
水
の
水
平
方
向
の
広
さ
で
、
立
体
的
空
間
が
描
き
出
さ
れ
、
舟
の
移
動
の
様
子
と
素
早
さ
も
写
さ
れ
て
い
る
。
　
最
後
の
二
句
は
、
故
郷
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
喜
ん
で
眠
れ
ず
、
意
気
高
ら
か
に
眉
を
揚
げ
て
故
郷
で
着
て
見
せ
る
服
を
用
意
す
る
こ
と
を
言
う
。
久
し
く
離
れ
て
い
た
故
郷
に
よ
う
や
く
帰
る
と
き
の
胸
お
ど
る
よ
う
な
期
待
と
興
奮
を
、
采
蘋
は
あ
る
が
ま
ま
に
詩
に
詠
じ
た
の
で
あ
る
。
　
以
上
「
夜
泊
」
題
材
の
詩
例
を
通
じ
て
、
采
蘋
詩
に
お
け
る
中
国
の
古
典
か
ら
の
影
響
を
見
て
き
た
。
詩
中
に
は
、
舟
が
川
の
畔
に
停
泊
す
る
景
色
と
旅
情
に
満
ち
る
心
情
が
描
か
れ
、
漢
詩
の
伝
統
に
対
す
る
積
極
的
な
学
習
・
模
倣
の
姿
勢
も
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
で
い
な
が
ら
一
般
的
な
定
型
作
法
に
背
い
て
、
旅
の
悲
し
さ
で
は
な
く
喜
悦
の
情
緒
を
描
写
す
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
と
て
も
漢
詩
の
高
等
受
容
と
理
解
す
べ
き
例
か
も
し
れ
な
い
。
采
蘋
ほ
ど
に
漢
詩
の
素
養
の
あ
る
者
に
す
れ
ば
、
旅
愁
を
詠
ず
る
の
が
羈
旅
の
詩
の
平
均
値
で
あ
る
こ
と
は
自
明
の
知
識
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
こ
れ
を
逆
手
に
取
っ
て
新
味
を
出
そ
う
と
し
た
と
い
う
の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
紀
貫
之
の
『
土
佐
日
記
』
の
末
尾
の
、
舟
旅
が
い
よ
い
よ
故
郷
（
京
都
）
に
近
づ
く
の
を
喜
ぶ
よ
く
知
ら
れ
た
一
段
を
、
采
蘋
は
思
い
出
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
（
二
）「
扁
舟
」
の
あ
り
か
た
　
「
扁
舟
」
の
言
葉
に
つ
い
て
、
中
国
の
古
典
に
お
い
て
早
く
も
『
史
記
』
の
中
に
、「
乃
乘
扁
舟
浮
於
江
湖
（
乃
ち
扁
舟
に
乘
り
て
江
湖
に
浮
ぶ
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
范
蠡
の
舟
）
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（
と
し
て
現
れ
た
。
以
降
、
江
湖
と
扁
舟
も
し
く
は
「
范
蠡
舟
」
な
ど
は
結
び
つ
き
、
漢
詩
の
伝
統
に
お
い
て
、
自
由
で
束
縛
の
な
い
生
活
、
さ
ら
に
は
隠
逸
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
李
白
の
「
宣
州
謝
朓
樓
餞
別
校
書
叔
雲
）
19
（
」
に
、「
人
生
在
世
不
称
意
、
明
朝
散
髪
弄
扁
舟
（
人
生 
世
に
在
っ
て
意
に
称
は
ず
、
明
朝 
髪
を
散
じ
て
扁
舟
を
弄
せ
ん
）」
と
あ
り
、
ま
た
、
李
商
隠
の
「
安
定
城
樓
）
20
（
」
に
、「
永
憶
江
湖
歸
白
髮
、
欲
回
天
地
入
扁
舟
（
永
く
江
湖
を
憶
ひ
て
白
髪
に
帰
し
、
天
地
を
回
ら
し
て
扁
舟
に
入
れ
ん
と
欲
す
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
だ
わ
り
の
な
い
脱
俗
逍
遙
の
境
地
を
象
徴
し
て
い
る
。
　
杜
甫
の
詩
に
お
い
て
、
舟
の
詩
語
も
数
多
く
）
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（
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
范
蠡
に
ち
な
む
「
扁
舟
」
と
い
う
表
現
を
愛
用
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
詩
例
「
破
船
」
0743
と
い
う
詩
に
、「
平
生
江
海
心
、
宿
昔
具
扁
舟
（
平
生　
江
海
へ
の
心
、
宿
昔　
扁
舟
を
具
ふ
）」
と
の
一
句
が
あ
る
。
こ
の
頃
長
江
を
下
っ
て
江
陵
や
江
南
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
る
、
昔
若
い
こ
ろ
に
は
、
仲
間
と
連
れ
立
っ
て
小
舟
で
そ
の
辺
り
を
回
っ
て
遊
ん
だ
か
ら
だ
。
こ
こ
の
「
扁
舟
を
具
ふ
」
と
は
、
小
舟
を
浮
か
べ
る
こ
と
で
あ
り
、
拘
わ
れ
の
な
い
孤
独
の
旅
を
意
味
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
用
法
を
采
蘋
が
う
ま
く
使
っ
た
詩
例
と
し
て
、
前
述
の
六
十
一
歳
の
詩
作
「
若
津
別
廉
叔
」
に
、「
獨
泛
扁
舟
渡
碧
瀾
（
独
り
扁
舟
を
泛
べ
て
碧
瀾
を
渡
る
）」
と
あ
る
。
こ
ち
ら
の
詩
例
に
お
け
る
「
扁
舟
」
も
、
采
蘋
人
965（304）
生
そ
の
も
の
を
語
っ
て
お
り
、
六
十
一
年
間
旅
に
生
き
て
き
た
体
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
ひ
る
む
こ
と
の
な
い
意
気
を
示
し
、
俗
世
を
超
越
す
る
自
由
へ
の
渇
望
を
見
せ
て
い
る
。
　
次
に
、
前
文
に
挙
げ
た
「
贈
某
」
と
い
う
詩
例
に
お
け
る
「
扁
舟
」
の
用
法
を
受
容
の
角
度
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
原
詩
の
五
六
句
目
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
扁
舟
從
此
去　
　
扁
舟　
此
よ
り
去
り
千
里
向
天
涯　
　
千
里 
天
涯
に
向
か
ふ
　
「
扁
舟
從
此
去
」
の
句
は
、
明
ら
か
に
蘇
軾
の
詞
作
「
臨
江
仙
）
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（
」
を
踏
ま
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
小
舟
從
此
逝　
　
小
舟
此
よ
り
逝
き
て
江
海
寄
餘
生　
　
江
海
に
餘
生
を
寄
せ
ん
　
夜
は
更
け
て
風
も
静
ま
り
川
は
波
も
な
く
流
れ
て
い
る
と
い
う
の
に
、
い
っ
そ
小
舟
に
乗
っ
て
、
広
い
海
で
余
生
を
過
ご
し
た
い
も
の
だ
。
こ
れ
は
北
宋
・
神
宗
、
元
豊
五
年
（
一
〇
八
二
）
九
月
、
四
十
七
歳
、
蘇
軾
が
貶
謫
地
の
黄
州
で
作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
拘
れ
の
身
の
生
活
か
ら
抜
け
出
し
、
自
由
な
人
生
を
送
り
た
い
願
望
を
語
っ
た
。
　
だ
た
采
蘋
の
場
合
は
そ
れ
と
違
っ
て
、
恋
し
い
人
と
の
別
れ
を
意
味
す
る
表
現
で
あ
る
。
次
の
句
の
「
向
天
涯
」
は
、
唐
詩
に
お
い
て
「
流
落
」
と
い
う
語
と
併
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
運
命
に
翻
弄
さ
れ
、
落
ち
ぶ
れ
て
あ
ち
こ
ち
を
さ
す
ら
う
よ
う
な
漂
泊
感
を
表
現
す
る
に
使
わ
れ
て
い
る
。
詩
作
の
趣
旨
か
ら
見
る
と
、
こ
こ
に
現
れ
た
「
扁
舟
」
の
意
味
は
唐
の
張
若
虛
の
「
春
江
花
月
夜
）
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（
」
に
近
い
と
い
え
よ
う
。
（
前
略
）
白
雲
一
片
去
悠
悠　
　
白
雲
一
片　
去
り
て
悠
悠
青
楓
浦
上
不
勝
愁　
　
青
楓
浦
上　
愁
ひ
に
勝
へ
ず
誰
家
今
夜
扁
舟
子　
　
誰た
れ家
ぞ
今
夜　
扁
舟
の
子
何
處
相
思
明
月
樓　
　
何
処
に
相
思
ふ　
明
月
の
楼
…
　
誰
だ
ろ
う
か
、
こ
の
夜
に
小
舟
に
乗
っ
て
き
た
者
は
。
ど
こ
で
恋
し
い
人
を
な
つ
か
し
む
の
か
、
そ
れ
は
明
月
の
照
ら
す
高
殿
だ
。
本
詩
に
描
か
れ
た
「
扁
舟
」
に
乗
っ
て
漂
う
男
性
と
「
明
月
楼
」
に
登
っ
て
相
手
を
思
い
遣
る
女
性
の
よ
う
に
、
伝
統
の
中
、
遊
子
と
思
婦
と
の
組
み
合
わ
せ
が
定
型
化
さ
れ
、
も
っ
ぱ
ら
男
性
詩
人
に
よ
っ
て
詠
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
古
代
に
お
い
て
男
性
は
旅
の
主
体
で
あ
り
、
恋
人
や
妻
は
遠
く
の
地
に
置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
た
た
め
、
活
動
的
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
構
図
に
な
る
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
采
蘋
の
「
贈
某
」
詩
に
お
い
て
、
彼
女
は
こ
れ
ま
で
の
男
性
に
代
原
采
蘋
の
詩
に
お
け
る
「
舟
」
を
め
ぐ
っ
て
（305）964
わ
っ
て
旅
の
主
体
に
な
り
、
み
ず
か
ら
天
地
に
漂
う
小
舟
に
変
身
す
る
。
こ
の
詩
は
自
分
の
旅
の
実
体
験
か
ら
新
た
な
表
現
の
構
図
を
作
り
、
従
来
の
男
性
を
軸
に
固
定
化
さ
れ
た
構
図
と
異
な
っ
た
世
界
を
開
拓
し
て
い
る
点
に
お
い
て
非
常
に
興
味
深
い
作
品
に
な
っ
て
い
る
。
（
三
）
舟
と
酒
の
構
図
：
宋
詩
の
影
響
　
采
蘋
の
「
舟
」
は
、
旅
の
詩
人
で
あ
る
彼
女
の
孤
独
を
象
徴
す
る
暗
色
の
イ
メ
ー
ジ
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
舟
」
は
、
時
と
し
て
華
や
い
だ
光
景
を
引
き
立
て
る
道
具
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
采
蘋
の
「
舟
」
表
現
の
多
様
性
を
理
解
す
る
た
め
に
、
こ
の
点
を
論
じ
て
お
き
た
い
。
　
第
三
章
に
、
采
蘋
の
詩
に
お
い
て
舟
が
酒
・
花
な
ど
と
一
緒
に
現
れ
る
構
図
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
用
法
も
実
は
、
中
国
の
漢
詩
伝
統
か
ら
深
く
学
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
代
に
お
い
て
、
娯
楽
活
動
に
使
わ
れ
る
「
画
船
」・「
画
舸
」
な
ど
、
美
し
く
飾
り
た
て
た
遊
覧
船
を
指
す
表
現
が
す
で
に
詩
に
現
れ
て
い
た
。
下
っ
て
宋
代
に
な
る
と
、
単
な
る
交
通
手
段
に
と
ど
ま
ら
ず
、
舟
を
雇
っ
て
湖
な
ど
を
遊
覧
す
る
こ
と
が
一
般
化
し
て
い
た
。
例
え
ば
、「
買
舟
」
と
い
う
言
葉
は
、
唐
詩
で
は
元
稹
の
「
競
舟
）
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」
と
い
う
、
龍
舟
の
祭
り
の
た
め
に
備
え
て
買
う
こ
と
を
述
べ
た
詩
例
以
外
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
宋
以
降
詩
に
は
よ
く
現
れ
、
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
遊
覧
す
る
場
面
を
描
く
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
、
舟
・
酒
の
組
み
合
わ
せ
を
通
じ
て
安
閑
と
し
た
趣
を
詠
じ
る
表
現
は
、
唐
代
で
は
極
め
て
少
な
く
、
宋
代
に
入
る
と
か
な
り
大
量
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
南
宋
・
華
岳
の
「
呈
李
景
山
次
楊
次
杜
韵
）
25
（
」
に
、「
買
舟
和
月
載
、
把
酒
對
花
斟
（
舟
を
買
ひ
て
月
に
和
し
て
載
せ
、
酒
を
把
り
て
花
に
対
し
て
斟
む
）」
と
あ
る
。
ま
た
、
南
宋
・
陸
游
に
「
春
晚
坐
睡
忽
夢
泛
舟
飲
酒
樂
甚
既
覺
悵
然
有
賦
（
春
晚
、
坐
睡
す
る
に
、
忽
ち
舟
を
泛
べ
て
酒
を
飲
む
を
夢
み
、
楽
し
む
こ
と
甚
だ
し
。
既
に
覚
め
、
悵
然
と
し
て
賦
す
る
有
り
）
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（
）」
と
題
し
た
詩
作
が
あ
り
、
酒
を
楽
し
み
な
が
ら
舟
を
泛
べ
る
夢
を
見
た
と
い
う
内
容
を
詠
じ
て
い
る
。
　
宋
代
の
旅
遊
風
習
に
つ
い
て
、『
宋
代
旅
遊
研
究
』
に
、
舟
に
乗
る
の
は
当
時
の
人
が
旅
に
出
る
際
の
主
な
交
通
手
段
の
一
種
で
あ
り
、
し
か
も
舟
の
中
に
お
い
て
沿
岸
の
風
景
を
鑑
賞
で
き
る
の
も
好
ま
れ
た
。
特
に
舟
が
娯
楽
の
手
段
と
な
る
の
は
、
湖
で
遊
ぶ
場
合
が
多
い
、
と
述
べ
て
い
る
）
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（
。
　
従
来
の
研
究
で
は
、
采
蘋
の
詩
は
主
に
唐
詩
）
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を
基
盤
と
し
て
築
か
れ
て
き
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、舟
に
関
わ
る
詩
に
お
け
る
要
素
か
ら
見
れ
ば
、そ
の
「
舟
・
酒
」
の
構
図
は
、
お
そ
ら
く
宋
詩
を
積
極
的
に
学
ん
だ
成
果
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
加
え
て
「
花
」
の
要
素
も
取
り
込
む
こ
と
で
、
周
囲
の
人
物
と
の
何
く
れ
と
な
い
応
接
を
、
あ
た
か
も
文
雅
の
交
遊
へ
と
昇
華
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
構
図
を
詩
に
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
旅
の
風
景
と
情
緒
が
一
変
さ
れ
、
采
蘋
の
独
自
の
詩
風
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
ま
と
め
　
本
稿
は
原
采
蘋
詩
に
お
け
る
「
舟
」
表
現
に
つ
い
て
、
周
辺
の
詩
人
と
の
比
963（306）
較
、
お
よ
び
内
部
に
お
け
る
変
化
の
考
察
を
通
し
て
論
じ
て
き
た
。
最
後
に
、
ま
と
め
と
し
て
以
下
の
結
論
に
至
っ
た
。
　
原
采
蘋
は
漢
詩
の
伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
舟
」
表
現
を
多
様
な
場
面
に
応
用
す
る
こ
と
で
、
意
欲
的
に
新
し
い
詩
的
世
界
を
開
拓
し
て
い
る
。
同
時
代
の
他
の
詩
人
た
ち
は
主
に
「
舟
」
を
日
常
的
な
移
動
手
段
と
し
て
即
物
的
に
捉
え
る
だ
け
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、
采
蘋
詩
に
現
れ
る
「
舟
」
表
現
に
は
、
彼
女
の
遊
歴
の
中
に
過
ご
さ
れ
る
生
涯
と
と
も
に
、
当
初
の
観
念
的
な
事
物
か
ら
、
実
体
験
に
基
づ
い
た
具
体
物
へ
、
さ
ら
に
は
自
分
の
孤
独
感
と
一
体
化
し
た
思
念
の
結
晶
に
な
る
と
い
う
変
化
が
見
ら
れ
る
。
采
蘋
は
自
分
の
旅
の
実
体
験
を
詩
作
に
注
入
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
「
舟
」
を
交
遊
の
構
図
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
と
し
て
友
情
・
離
別
の
情
な
ど
を
加
味
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
采
蘋
詩
に
お
け
る
「
舟
」
は
単
純
な
事
物
の
名
称
で
あ
る
の
を
や
め
て
、
景
物
描
写
が
抒
情
を
兼
ね
る
と
い
う
二
重
の
機
能
を
持
ち
、
結
果
と
し
て
旅
人
と
し
て
の
自
意
識
の
化
身
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
漢
詩
伝
統
に
お
け
る
「
舟
」
表
現
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
と
、
采
蘋
の
詩
作
に
用
い
ら
れ
る
「
夜
泊
」
の
題
材
、「
孤
舟
」・「
扁
舟
」
な
ど
の
詩
語
ま
た
舟
と
酒
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
中
国
古
典
に
対
す
る
広
範
な
受
容
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
彼
女
は
そ
れ
ら
を
巧
み
に
自
分
の
文
学
と
し
て
消
化
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
漢
詩
の
伝
統
は
、
采
蘋
の
人
生
と
呼
応
す
る
中
で
み
ず
か
ら
の
も
の
と
し
て
再
塑
成
さ
れ
る
。
そ
れ
は
も
は
や
知
識
の
羅
列
や
点
綴
と
い
っ
た
借
り
物
で
は
な
く
、
采
蘋
自
身
の
中
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
た
真
新
し
い
詩
の
言
葉
と
な
っ
た
。
采
蘋
は
こ
の
よ
う
に
し
て
詩
風
に
お
け
る
独
自
性
を
築
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。（
本
研
究
はJSPS
科
研
費19J12592
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。）
注
（
１
）　
旅
の
中
、
采
蘋
は
三
冊
の
遊
歴
日
記
『
東
遊
日
記
』『
東
遊
漫
草
』『
西
遊
日
歴
』
を
残
し
た
。
遊
歴
中
に
残
し
た
詩
は
五
百
首
以
上
、
そ
れ
以
外
を
含
め
る
と
七
百
首
以
上
の
詩
が
現
存
し
て
い
る
。
後
人
が
そ
れ
を
集
め
て
編
集
し
た
『
采
蘋
詩
集
』（『
日
本
儒
林
叢
書
』
巻
十
三
）
に
は
、
そ
の
う
ち
の
四
百
四
十
首
詩
が
収
め
ら
れ
、
本
論
文
で
は
主
に
こ
れ
を
扱
う
が
、
他
の
研
究
者
に
翻
刻
さ
れ
た
詩
作
も
併
せ
て
参
考
す
る
。
（
２
）　
小
谷
喜
久
江
氏
の
『
女
性
漢
詩
人
原
采
蘋　
詩
と
生
涯
│
│
孝
と
自
我
の
狭
間
で
』
（
笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
、
以
下
『
女
性
漢
詩
人
原
采
蘋
』
と
略
す
）
と
筆
者
の
論
文
「
原
采
蘋
の
『
采
蘋
詩
集
』
に
お
け
る
植
物
描
写
か
ら
見
る
遊
歴
の
感
覚
」（『
江
戸
風
雅
』
第
十
四
号
、
二
〇
一
六
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
３
）　
「
匏
有
苦
葉
」、「
二
子
乘
舟
」、「
柏
舟
」、「
河
廣
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
（
４
）　
唐
詩
を
一
例
と
す
れ
ば
、『
全
唐
詩
』
で
舟
表
現
を
用
い
た
詩
作
の
数
を
集
計
す
る
と
、
杜
甫
は
三
百
首
以
上
、
白
居
易
は
二
百
首
以
上
、
李
白
は
百
首
以
上
と
な
る
。
（
５
）　
『
采
蘋
詩
集
』
に
拠
っ
て
集
計
し
た
結
果
で
あ
る
。
本
稿
は
主
に
こ
の
詩
集
を
扱
う
が
、
采
蘋
詩
の
全
貌
を
よ
り
明
確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
小
谷
喜
久
江
氏
な
ど
の
研
究
者
に
よ
っ
て
翻
刻
さ
れ
た
詩
作
を
取
り
上
げ
て
論
述
す
る
こ
と
も
あ
る
。
（
６
）　
そ
の
中
、「
舟
」
な
ど
の
詩
語
を
含
む
が
、
特
に
舟
旅
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
典
故
を
踏
ま
え
て
用
い
た
詠
史
詩
は
、
赤
壁
の
戦
い
と
赤
壁
賦
を
書
い
た
蘇
軾
の
故
事
を
踏
ま
え
た
「
赤
壁
」（
維
昔
曹
公
百
萬
船
、
周
郞
一
炬
燒
爲
烟
）、「
鶴
雛
行
」（
行
看
如
大
車
輪
翼
、
來
掠
蘇
仙
赤
壁
舟
）、「
赤
壁
」（
白
露
橫
天
水
接
江
、
赤
壁
秋
高
既
望
船
）
の
三
例
と
、「
懷
人
詩
屋
席
上
呈
主
人
」（
筆
陣
眞
難
敵
、
濟
河
舟
既
焚
）、「
長
崎
書
感
奉
增
伯
氏
」（
華
夏
詞
章
有
素
文
、
舟
船
自
謂
濟
河
焚
）
と
い
う
『
春
秋
左
伝
』
（「
文
公
三
年
」）
の
「
秦
伯
伐
晉
、
濟
河
焚
舟
」
の
典
故
を
踏
ま
え
、「
背
水
の
陣
を
敷
く
」
と
の
意
味
を
持
っ
た
二
例
あ
る
。
原
采
蘋
の
詩
に
お
け
る
「
舟
」
を
め
ぐ
っ
て
（307）962
（
７
）　
小
林
高
英
は
論
文
「
江
戸
期
の
河
川
舟
運
に
お
け
る
川
舟
の
運
航
方
法
と
河
岸
の
立
地
に
関
す
る
研
究
」（
日
本
物
流
学
会
誌
第
十
一
号
、
二
〇
〇
三
年
）
に
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
河
川
舟
運
の
利
用
増
加
の
背
景
に
つ
い
て
具
体
的
に
論
じ
た
。
例
え
ば
政
治
的
に
、
年
貢
米
な
ど
に
よ
る
徴
税
制
度
、
参
勤
交
代
に
よ
る
物
資
輸
送
、
江
戸
幕
府
や
諸
藩
に
よ
る
河
川
舟
運
の
統
制
な
ど
、
ま
た
経
済
的
背
景
と
し
て
、
消
費
都
市
の
人
口
増
加
、
河
岸
問
屋
の
設
立
、
さ
ら
に
交
通
路
の
整
備
と
し
て
の
河
川
工
事
な
ど
の
原
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
８
）　
采
蘋
と
交
遊
関
係
を
持
っ
て
い
た
女
性
詩
人
梁
川
紅
蘭
も
『
紅
蘭
小
集
』
百
三
十
首
に
、
舟
表
現
を
用
い
る
も
し
く
は
舟
旅
を
詠
じ
る
詩
作
を
「
客
中
述
懐
」、「
舟
下
藍
川
」
な
ど
の
六
首
を
残
し
た
。
数
が
限
ら
れ
た
た
め
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
て
比
較
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
（
９
）　
原
采
蘋
と
頼
山
陽
、
江
馬
細
香
ら
の
交
遊
関
係
に
つ
い
て
、
筆
者
は
論
文
「
原
采
蘋
の
詩
に
見
る
時
間
意
識
│
そ
の
表
現
と
特
質
│
」
の
第
四
節
「
交
流
の
あ
る
詩
人
た
ち
と
の
対
比
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
六
十
三
輯
、
二
〇
一
七
年
、
三
八
五
頁
）
に
す
で
に
論
述
し
た
。
（
10
）　
そ
の
他
、「
船
」
の
語
を
含
む
「
觥
船
」
は
、「
茗
碗
」
の
対
語
と
し
て
二
例
見
ら
れ
る
が
、「
大
き
な
さ
か
ず
き
」
を
指
し
て
使
わ
れ
、
本
稿
の
考
察
対
象
で
は
な
い
た
め
、
計
上
し
な
い
こ
と
に
す
る
。
（
11
）　
原
采
蘋
詩
に
つ
い
て
、
作
成
年
代
が
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
作
も
多
数
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
今
ま
で
の
先
行
研
究
を
参
照
し
、
な
る
べ
く
作
成
年
代
を
特
定
で
き
た
も
の
を
整
理
し
て
取
り
上
げ
た
。
（
12
）　
「
春
雨
」「
春
曉
」「
春
月
」「
春
興
」「
春
山
」
等
二
十
余
首
の
「
春
」
を
詩
題
に
含
む
習
作
は
、
二
十
代
前
後
の
作
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
父
の
古
処
が
詩
題
を
与
え
て
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
（
13
）　
本
詩
は
小
谷
氏
の
翻
刻
に
よ
る
（『
女
性
漢
詩
人
原
采
蘋
』
四
三
七
頁
）。
（
14
）　
小
谷
氏
は
本
詩
に
つ
い
て
、「
旅
人
の
郷
愁
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
こ
こ
に
も
李
白
の
影
響
を
見
る
事
が
出
来
る
」（『
女
性
漢
詩
人
原
采
蘋
』、
一
七
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
が
、
実
際
に
李
白
の
詩
と
の
直
接
な
関
連
を
確
認
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
む
し
ろ
杜
甫
を
踏
ま
え
た
箇
所
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
（
15
）　
杜
甫
詩
の
作
品
番
号
は
『
杜
甫
全
詩
訳
注
』（
下
定
雅
弘
・
松
原
朗
著
・
編
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
年
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。
（
16
）　
『
全
唐
詩
』
卷
三
百
五
十
二
。
（
17
）　
采
蘋
の
長
崎
の
旅
に
つ
い
て
、
小
谷
氏
は
前
後
の
経
緯
を
説
明
し
、「
采
蘋
の
滞
在
が
長
引
く
た
め
に
古
処
は
一
足
先
に
秋
月
に
帰
る
こ
と
と
な
り
、
采
蘋
に
と
っ
て
は
始
め
て
の
一
人
暮
ら
し
の
経
験
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
た
（『
女
性
漢
詩
人
原
采
蘋
』、
一
五
五
頁
）。
（
18
）　
原
文
は
以
下
の
通
り
。「
范
蠡
既
雪
會
稽
之
恥
…
…
乃
乘
扁
舟
浮
於
江
湖
、變
名
易
姓
、
適
齊
為
鴟
夷
子
皮
、
之
陶
為
朱
公
。」（『
史
記
』「
貨
殖
列
伝
」
よ
り
）。
（
19
）　
『
全
唐
詩
』
卷
一
百
七
十
七
。
（
20
）　
『
全
唐
詩
』
卷
五
百
四
十
。
（
21
）　
「
扁
舟
」
以
外
に
、「
不
繋
舟
」・「
虚
舟
」・「
仙
帆
」・「
灵
槎
」・「
滄
海
棹
」・「
海
上
槎
」
な
ど
の
語
が
あ
る
。
（
22
）　
原
文
は
以
下
の
通
り
。「
夜
飲
東
坡
醒
復
醉
、
歸
來
彷
彿
三
更
。
家
童
鼻
息
已
雷
鳴
。
敲
門
都
不
應
、
倚
杖
聽
江
聲
。
長
恨
此
身
非
我
有
、
何
時
忘
卻
營
營
。
夜
闌
風
靜
谷
紋
平
。
小
舟
從
此
逝
、
江
海
寄
餘
生
。」（
四
庫
全
書
『
東
坡
詞
』）
（
23
）　
『
全
唐
詩
』
卷
二
十
一
。
（
24
）　
『
全
唐
詩
』
卷
三
百
九
十
八
。
元
稹
の
「
競
舟
」
に
、「
買
舟
俟
一
競
、
競
斂
貧
者
賕
（
舟
を
買
ひ
て
一
競
を
俟
ち
、
競
は
貧
者
の
賕
を
斂
む
）」
と
あ
る
よ
う
に
、「
買
舟
」
と
い
う
表
現
が
現
れ
て
い
る
が
、
南
方
で
の
「
競
舟
」（
龍
の
装
飾
を
施
し
た
舟
で
競
争
す
る
祭
り
の
こ
と
）
と
い
う
土
俗
的
な
祭
を
主
題
と
し
た
詩
で
あ
る
。
好
川
聰
は
「
元
積
の
異
文
化
認
識
│
白
居
易
と
の
応
酬
を
中
心
に
│
」
に
す
で
に
考
察
し
て
い
る
（『
中
國
文
學
報
』、
二
〇
〇
八
年
、
一
一
四
〜
一
一
五
頁
）。
（
25
）　
『
翠
微
南
征
錄
』
卷
九
。
（
26
）　
『
剣
南
詩
稿
』
卷
十
二
。
（
27
）　
原
文
は
以
下
の
通
り
。「
乘
船
是
當
時
人
們
選
擇
的
旅
行
方
式
之
一
、
而
且
乘
船
觀
賞
沿
途
風
景
也
別
有
一
番
情
趣
。
陸
游
的
一
首
《
晴
和
出
遊
湖
山
間
》
詩
説
明
、
舟
船
961（308）
也
是
宋
代
旅
遊
者
出
遊
選
擇
的
主
要
交
通
工
具
之
一
。
船
既
是
旅
遊
者
到
達
旅
遊
目
的
地
的
交
通
工
具
、
也
是
旅
遊
者
在
旅
遊
目
的
地
遊
覽
的
代
步
工
具
。
…
…
船
作
為
遊
覽
工
具
、
在
遊
湖
中
最
為
盛
行
。」（
王
福
鑫
『
宋
代
旅
遊
研
究
』（
第
四
章 
宋
代
旅
行
業　
第
一
節 
旅
行
交
通
業
）、
一
九
〇
〜
一
九
三
頁
、
河
北
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
（
28
）　
福
島
理
子
氏
は
、「
父
に
な
ら
っ
て
盛
唐
詩
風
を
重
ん
じ
た
そ
の
正
調
の
歌
い
ぶ
り
に
も
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
」（『
江
戸
漢
詩
選　
女
流
』、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
、
三
二
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
小
谷
氏
も
『
女
性
漢
詩
人
原
采
蘋
』
に
、
亀
井
南
冥
の
古
文
辞
学
を
修
め
た
父
の
原
古
処
と
李
白
の
影
響
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
